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各国のGDPに占める医療費の割合（2004年）  
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医師不足（≒勤務医不足）の原因   
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医道審議会医帥分科倉医師離陸研修検討部会委と！名簿  

氏名  所属・役職  

相川巾樹 磁性義和人′芋医学部教投  

機野可・ 丁・葉人′芋上三  

井部俊子 1蝕路加国際病院瀦膵封三  

lノ」村英幸 いてト別肌用妄長所j・j  

∴蔓、川＝パテ  束渥ノ（字好手㌻郁j壬  

櫻」仁腱l†JJl！2路加国際病陽烏  

杉木恒川J 霊1日束lいり班毎院J這  

1高梨捏  lり綿紆†朴j■冊題灘参／刀閲境什会部j三  

l高橋真理ナ・捏‖相律服結離別i  

辻イりけ予 ささえあい医採り＼椎センターC（川†l」代表  

徳永力刷 上馴L脾刊■人字医′芋部教柁  

小野†二雄 ノL州人骨矢′－iモ部附属病院ぷ  

伸千丁炎・lり雄三療保快事務協会理事長  

花井ニトr ＝′本労働組合総連合会′仁清福初二川次長  

福井次矢 京都入学ノこ学院医学研究科教授  

損北÷ト   【1本閃帥会常什理事  

＝本人字l矢学部長  
堀テL二孝幸   

二 上勝利 医模法人健康会理事長  

宮城征四郎 沖縄県立中部病院長  

矢崎義雄 国立国際医療センター総長  

IjlL」昇  全国図保診療施設協議会特別顧問  

横田俊平 横浜市立人芋医学部教授  

医政局長 篠崎英夫  （平成13年5月3＝二1現在五十音順）   
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医通番議会医師分科会医師臨床研修検討那舎  

2具体的目標   

（1）基本的診察法  

卒前に修得した事項を基本とし、受持症例について例えば以下につきモ要な所見を†1ミ附こ把  

握できる。  

1）面接技法（患者、家族との適切なコミュニケー ションの能力を含む）  

2）全身の観察（バイタルサイン、隋神扶億、皮膚の診察、表在リンパ節の診察を含む）  

3）頭・頸部の診察（眼底検査、外耳迫、鼻腔、l二］腔、咽頭の観察、【・P伏睨の触診を含  

む）  

4）胸部の診察（乳房の診察を含む）  

5）腹部の診察（膚腸診を含む）  

6）泌尿・生殖器の診察（注：産婦人科の診察は指導医と共に実施のこと）  

7）骨・関節・筋肉系の診察  

8）神経学的診察   

（2）基本的検査法（1）  

必要に応じて自ら検査を実施し、結果を解釈できる。  

1）検尿  

2）検便  

3）血算  

4）出血時間測定  
5）血液型判定・交差適合試験  
6）簡易検査（血糖、電解質、尿素窒素、赤沈を含む）  
7）動脈血ガス分析  
8）心電図  

9）簡単な細菌学的検査（グラム染色、A群β溶連菌抗原迅速検査を含む）  
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